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立教育政策研究所作成パンフレット）「自分に気付き、未来を築くキャリア教育」の中から、「自

分に気付く」をキーワードにして、授業実践を行ってきた。

中学部では、10月に行った領域・教科を合わせた指導に関する研修で紹介された「ライフス

テージに応じたやりがいと手応えのある学校生活」を目指して授業実践を行ってきた。

高等部では、3月に行ったワークショップで、作業学習モデルプランの取組がキャリア教育の

キャッチフレーズ「自分を社会に生かし、自立を目指すキャリア教育」に当てはまる取組である

ことを確認した。そこで、昨年度の成果と課題をもとに、作業学習モデルプランの取組を充実改

善させてきた。
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